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ポイント

次の 3 組の日本語を英語のチャンクに置き換えるとき、各組で共通して使われる動詞を
come、have、see、takeから選んで（　）に書きましょう。終わったらそれぞれの動詞を辞

書で引き、「チャンクでおぼえよう！」を見てチャンクを確かめましょう。

｢チャンクでおぼえよう！｣と｢CAN-DO Tips｣14

エースクラウン英和辞典には、フォーカスページをはじめ、英語での発
信力・表現力を伸ばす工夫がいっぱいです。ここでは発信力を高めるコ
ラムを 2 つ紹介します。

チャンクでおぼえよう！：comeや takeなどの重要な基本動詞を含む
チャンク*を紹介します。そのままかたまりでおぼえるとスピーキング
やライティングで役立ちます。英語が口をついて出るようになるまで練
習しましょう。
 *チャンクとは、いくつかの英単語のまとまり（かたまり）のことです。

CAN-DO Tips：ある英語表現を身につけると、それを使って「何ができるようになるのか」を示します。
表現をおぼえて終わりではなく、自分だったらどんな場面で、何をするためにその表現を使うか、具体的
に想像してみましょう。英語を積極的に使う態度が身につきます。

次の (1)から (5)の行動をしたいとき、どんな英語表現を使いますか。aから fの中から選んで
（　）に記号を書きましょう。終わったら辞書の巻頭xi、xiiページにある索引を見て答えを確

かめましょう。

例） ここに来る / 1 位になる / 本当になる （ 　come　 ）

(1) 間違った列車に乗る / 3 時間かかる / 写真を撮る （ 　　　　　 ）

(2) 軽食を食べる / 楽しい時を過ごす / かぜをひいている （ 　　　　　 ）

(3) 100 ページを見る / 君にまた会う / 医者に診てもらう （ 　　　 　　）

例） 意見を言いたいとき （ ｃ ）

(1) 許可を求めたいとき （　　）

(3) 言い直したいとき （　　）

(5) 反対したいとき （　　）

(2) 断りたいとき （　　）

(4) 約束したいとき （　　）

a. I don’t think so.
c. In my opinion, ...
e. May I ...?

b. I mean ...
d. I promise to ...
f. No, thank you.
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